
　現在、開業型産業医として６企業・団体と契約してい

ます。多いときは現在の２倍でしたが、還暦を過ぎたこと

もあり、後輩に少しずつ仕事を譲り、私自身は社会貢献

的な仕事にシフトしています。産業医活動を始めて約30

年、世のなかの動きを見ると、産業医にとって厳しい時

代が来るというのは間違いないと思います。産業医が増

えて企業数が減る。よって産業医同士の競争が激しくな

り、これまでと同じような活動では淘汰されてしまうでし

ょう。そうならないように産業医の存在価値を高めてい

くことが必要だと痛感しています。

　ただし、それはそれほど難しいことではありません。

常にクライアント企業とのコミュニケーションを密にし

て信頼に足る存在になることです。一方で、新宿区医

師会で産業医担当理事を務めていたとき、企業から

「産業医を替えてほしい」と相談を受けたことがあり

ます。そうした相談があるたびに苦しい思いをしまし

た。不満の内容を訊ねると診療が忙しいとの理由で

「会社に全然来てくれない」「委員会でコメントを求め

ても、いつも『特にありません』の一言だけ」といった

産業医側の活動姿勢に帰着するものでした。それで毎

月何万円もの報酬を支払っていることに対する不満が

大半なのです。

　ではそうならないためにどうすればよいか、私は産業

医研修会などでは次のようにアドバイスしています。

１．契約に定めた頻度で企業を訪れること、予期せぬ救

急的対応で行けなくなったら別日を調整すること。

２．安全衛生委員会では必ず何らかのコメントをする

こと。

　指摘事項がないと「なにもありません」となりがちです

が、そうした場合でもなにか一言必ずコメントするように

心がけるだけで信頼関係は強くなるものです。
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　今回お話を伺ったのは開業型産業医事務所の代表で、公益社団法人東京都医師会産業保健委員
会委員長の寺田勇人さん。積極的産業保健活動を信条に、医師としての専門性と幅広い健康増進活
動を融合させた、独自の「合わせ技による産業保健への取組み」を展開している。東京都医師会で
は、産業保健委員会を運営。主な取組み内容は、地域産業保健センター間の調整や情報交換、産業
医研修会の開催、都内の産業医実態調査、ホームページに関することなどである。特にホームページで
は、コラム「産業保健のさんぽみち」、「健康講座に使えるフリーツール」の掲載とともに、2024年１月
25日には、初めての試みである「産業医の手引（第10版）＊」の電子書籍化にも携わるなどマルチな活
躍をされる寺田さんに、活動のポイントと後輩育成への思いなどを伺った。
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３．社員さんとの面接で勤務上の配慮が必要となった

場合、必ず本人を交えて上司や人事部門と調整及

び確認をすること。

　ここで２つ目にあげたアドバイスについて具体的にどう

活動しているかの一例を紹介します。安全衛生委員会で

コメントすることがなければ健康や安全に関する小話を

５分程度披露しています。春なら「花粉症」、暑い時期は

「熱中症」「食中毒」、秋は「食育」「ストレッチ体操の実

技」、寒冷時期は風邪やインフルエンザ予防といった身

近な話題でいいのです。その他にも社内報に健康に関す

る記事を書いてみたり、年に一度健康講座を開催したり

するなど、ニーズに応えています。東京都医師会の公式サ

イトに健康講座に使えるフリーツール＊＊がアップされてい

ますので追加、加工して活用してみてはいかがでしょう。

　現代は、ちょっとした言動がインターネット上で思いが

けない方向に炎上したり、トラブルや苦情、訴訟にまで

発展する時代です。また、個性が豊かなさまざまな働き手

が増え、生き方や働き方の多様化の時代でもあります。そ

んななかで産業医の活動もこれまで以上に本人のみなら

ず周囲の職場環境や家庭への配慮などを十分に行い、

慎重に進めなければなりません。しかしそんな時代だか

らこそ、私は萎縮することなく、積極的産業保健活動を

行っていくべきだと考えています。積極的産業保健活動

というのは臨床でいう積極的治療と同じ理念です。例え

ば特効薬があるとします。よく効く薬ほど副作用が強い。

しかし副作用を恐れて当たり障りない薬を使えばリスク

は減りますが劇的な効果も見込めません。産業医活動も

同じで、当たり障りのない意見や活動をしていれば責任

を問われることはないでしょう。しかし私の信条は「何事

も予防が大事」ということです。ときには、本人にとっては

厳しい課題を与えたり、企業側に負担が大きいアドバイス

をすることがあります。心を込めて。それが積極的産業保

健活動だと考えます。もちろんこうした活動を行うには組

織や対象者本人との強い信頼関係が必要です。だからこ

そ前段で申し上げた３つのポイントを日頃から積み重ね

ていくことが大切なのです。

　また、私自身の経験から産業医の後輩たちへのお奨

めは柔道の「合わせ技」のように産業医資格の他になに

かもうひとつ別分野の技能を組み合わせることで活躍の

場を大きく広げる、ということです。例えば専門が整形外

科医であれば「健康と運動」「転倒予防」などに関する

ことを産業保健の現場で取り入れれば合わせ技となっ

て自身の特色となります。私の場合は温泉、お酒、発酵

食品などなど、一見本業とは関係のない別分野の資格と

組み合わせて話題を提供することで産業保健や健康増

進に興味を持ってもらうことができています。私の仲間

にはマジシャンとして、企業のイベントなどでマジックを

披露して交流を深めている先生もいらっしゃいます。そう

したなかで信頼関係が構築され、働いている人たちとの

親睦や交流、共通課題、自己研鑽などにも結びつくので

あれば素晴らしいことだと思います。今後も信頼を基盤

とした積極的産業保健活動と具体的な事例の積み重ね

が、企業の健康意識向上や働き方改革を支える力にな

ると信じて活動を続けていきます。

医療以外の知見との合わせ技で
話題を提供し信頼感を醸成する

＊「産業医の手引（第10版）」　
https://www.tokyo.med.or.jp/sangyoi/guidance
＊＊健康講座に使えるフリーツール：利用する場合は申請が必要。健康講
座に使える新しい情報が随時アップされる。
https://www.tokyo.med.or.jp/sangyoi/tools
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